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三 

 
衆
議
院
議
員
松
本
善
明
君
提
出
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

我
が
国
は
、
中
東
和
平
問
題
の
解
決
に
は
独
立
国
家
樹
立
の
権
利
を
含
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
民
族
自
決
権
の

承
認
が
必
要
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
昨
年
十
一
月
に
ア
ル
ジ
ェ
で
開
催
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
民
族

評
議
会
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
樹
立
宣
言
の
採
択
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
長
年
の
民
族
的
悲
願
の
意
志
表
明

と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
る
。 

他
方
、
国
家
承
認
が
行
わ
れ
る
に
は
、
国
家
と
し
て
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
一
定

の
領
域
に
お
い
て
そ
の
領
域
に
在
る
住
民
を
統
治
す
る
た
め
の
実
効
的
政
治
権
力
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
最

低
限
必
要
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
現
状
で
は
本
件
宣
言
が
言
及
す
る
い
わ
ゆ
る
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
」
が
か

か
る
国
家
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 



三
に
つ
い
て 

我
が
国
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
が
中
東
和
平
問
題
の
核
と
認
識
し
、
中
東
和
平
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
一
九
六
七

年
戦
争
の
結
果
占
領
し
た
す
べ
て
の
地
域
か
ら
の
撤
退
、
独
立
国
家
樹
立
の
権
利
を
含
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
民

族
自
決
権
の
承
認
及
び
イ
ス
ラ
エ
ル
の
生
存
権
の
承
認
に
よ
り
達
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
パ
レ
ス
チ
ナ

人
を
代
表
す
る
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
何
ら
か
の
形
で
和
平
交
渉
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
立
場
を
と
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
か
か
る
立
場
か
ら
関
係
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
和
平
実
現
へ
の 

昨
年
十
一
月
八
日
カ
ッ
ド
ゥ
ー
ミ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
政
治
局
長
と
の
会
談
に
お
い
て
竹
下

総
理
は
、
我
が
国
と
し
て
国
際
協
力
構
想
の
下
で
平
和
維
持
、
経
済
協
力
、
文
化
交
流
の
三
分
野
に
重
点
を
置

い
て
世
界
に
貢
献
し
て
い
く
と
の
方
針
を
伝
え
た
。 

御
指
摘
の
国
連
総
会
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
す
る
決
議
案
の
採
択
に
お
い
て
も
、
我
が
国
は
こ
の

よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
棄
権
し
た
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

Ｐ
Ｌ
Ｏ
を
国
家
と
し
て
認
め
得
な
い
現
状
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
東
京
事
務
所
へ
の
外
交
上
の
特
権
及
び
免
除

を
付
与
す
る
考
え
は
な
い
。 

ま
た
、
我
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）
を
通
じ
パ
レ
ス
チ
ナ

難
民
を
対
象
と
す
る
現
金
拠
出
、
食
糧
援
助
及
び
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
の
技
術
協
力
を
実
施 

し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
民
生
安
定
に
貢
献
し
て
お
り
、
さ
ら
に
従
来
の
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
を
通
ず
る
難
民
を
対
象
と

す
る
援
助
に
加
え
、
本
年
度
、
西
岸
・
ガ
ザ
地
区
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
民
生
向
上
に
資
す
べ
く
、
国
連
開
発
計

画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
に
日
本
・
パ
レ
ス
チ
ナ
開
発
基
金
を
設
立
し
、
右
基
金
に
よ
り
西
岸
・
ガ
ザ
地
区
の
経
済
・
社

会
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
の
た
め
、
現
在
具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
選
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

関
係
当
事
者
の
和
平
努
力
に
対
し
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

五 

 



五
に
つ
い
て 

宇
野
外
務
大
臣
は
、
昨
年
六
月
の
イ
ス
ラ
エ
ル
訪
問
の
際
に
会
談
し
た
シ
ャ
ミ
ー
ル
首
相
及
び
ペ
レ
ス
外
相

に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
が
西
岸
・
ガ
ザ
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
蜂
起
に
つ
い
て
は
国
際
法
及
び
人
道

に
も
と
る
よ
う
な
行
為
は
と
ら
ぬ
よ
う
申
入
れ
を
行
う
と
と
も
に
、
中
東
和
平
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
一
九
六
七
年

戦
争
の
結
果
占
領
し
た
す
べ
て
の
地
域
か
ら
の
撤
退
、
独
立
国
家
樹
立
の
権
利
を
含
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
民
族

自
決
権
の
承
認
及
び
イ
ス
ラ
エ
ル
の
生
存
権
の
承
認
に
よ
り
達
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
パ
レ
ス
チ
ナ
人

を
代
表
す
る
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
何
ら
か
の
形
で
和
平
交
渉
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
我
が
国
の
立
場
を

先
方
に
明
確
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
和
平
実
現
の
た
め
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
柔
軟
な
政
策
を
と
る
よ
う
勧
奨
し 

た
。 同

会
談
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
中
東
和
平
問
題
で
あ
り
、
経
済
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
形
で
の
言
及
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
宇
野
外
務
大
臣
か
ら
は
、
今
後
ア
ラ
ブ
の
隣
人
と
の
平
和
裡
の
共
存
の
道
が
開
か
れ
れ
ば
イ 

六 

 



 

七 

ス
ラ
エ
ル
の
発
展
も
疑
い
な
く
、
我
が
国
と
の
経
済
交
流
も
拡
大
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
旨
の
一
般
的
指
摘
が
行

わ
れ
た
。 




